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ネ夢ライトを癒ずぐ贔と塾餐撚瞭を乱発．賜遥籔ξ撫痔数、蝋してい

夙のが繋、慧めら獣，磐試牽帯との羅灘雛響惹灘で窯マ○総欝驚あ恐，，

　こ薄隻、膨の転石1肇筆悉薬響麟がを、紅つ藩り鷺ず，その1、鷲膨纏

輿ら漆　学なレ、岱

　薄片を繕鏡した地《1欝一蓮灘説によると婁Aは輝菰石

英安出繕鳶，畏石1㌧／撲細蕪化難！1　鷺け，輝賓も変質Lて

鉄サボナイ1興蔦変索1ゾニニ）ており撃ぺ費き伏燐茨蒙試耀許藝蕪す鶏“

　太灘良平は，大／l、1火毒外輪山紛　器で’はないかとグ葱

擁を講ヒ）て▽・鵜。

　難の薦i英磯畢義の1転墜嘗、毒二梨繍丈変灘ご受け呼／穿ζ㌧ン

l／か，陽趨石鰹緑餐離錘i嫉石欝緑泥石など遷冊欝み，申

生溝申の岩薦短》磁来したも騨）と思オー！燕、，訟の地域の
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（山田直利談），含ウラシ礫が調査区域内のものである

か否か，早急に断言しかねる。

　A，B両礫ともかなり大きく，表面も割合よく円磨さ

れていて，それらのみかけは，礫層中のものまたは河床

礫によく似ている。しかし燐灰ウラン鉱が表面に付着し

たままよく保存されており1黄鉄鉱の鉱染も細い部分ま

で残されているので，河床礫の可能性はうすい。また礫

層中の礫としても，上記鉱物がすでに生成した後，運搬

堆積されたものとは考えられない。1

　すなわち，鉱物生成の時期は，円礫ないし亜円礫とな

つて礫層を構成した後であろう。この点，人形峠層の含

ウラソ礫岩と成因的な類似が認められる。

　人形峠層の礫岩の礫種についての充分な資料が無いた

め，A，B両礫が人形峠産のものと同じか否か不明であ

る。両礫ともそれほど著しい風化を受けておらずかなり

固い。この点は人形峠の露頭部における安山岩礫と異な

つている。

6．蒜山F原試錐結果，

’蒜山原層はほとんど水平層に近く，その中一上部層が

基盤岩類を逐次覆蔽しているため，下部層とくに基底部

についての資料は全く得られない。人形峠層・恩原層と

種々の条件が似ているので，P層序や基底礫岩の発達状

況，基盤岩類の種類，ウラソ鉱存在の有無を知るため，

試錐調査および放射能検層の必要を認めた。

　昭和33年10月，川上村大森部落西方の旭川右岸に試

錐位置を選定し・、同年手1月10目より12月25目の間，

伊藤吉助・小鯛桂一により試錐調査が行なわれた。深度

114mで砂礫層にあたり，湧水がはなはだしいため，基

盤に達しないまま深度118mで作業を中止した。全層

を通じて軟弱で，コアの採取率は悪い。

地質は試錐柱状図　（第4図）のとおりで，地表より

0．5mまでは黒色表土，1，81nまで火山灰，4mまで河

床礫層，114mまで珪藻土と粗粒火山岩質砂岩との互

層，以下118mまで砂礫岩層となつている。最下部の

砂礫岩層の礫種は，花崩斑岩・安山岩・千枚岩等で，周

辺の岩石と一致している。ーこの砂礫岩層がはたして蒜山

原層の基底部に相当するか明らかでないが，その可能性

が濃いように思わ紅る。しかしながら上記の試錘孔にお

いて，当所物理探査部で放射能検層を行なつたが異常を

認めなかづた。

7．地下水分析結果

調査地域内の地下水試料4個（上長田竜泉閣旅館の鉱

泉水，花園の珪藻土採掘現場における試錐の深度52m

および75mの湧水，蒜山原試錐の深度90～120mの湧
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岡山県真庭郡八束村付近の地質および放射能強度　（佐藤良昭・星瞬一男・須貝貫二），
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珪藻土

粗粒火山岩質砂岩

珪藻土（良質）

粗粒火山岩質砂岩

珪藻土

，凝荻岩（軽石）

、粗粒火山岩質砂岩

珪藻土

粗粒火山岩質砂岩

珪藻士

・（細砂岩を含む）

粗粒火山岩質砂岩

珪藻土

（火山岩質細礫を含む）

粗粒凝灰岩

珪藻土

粗粒凝荻岩（軽石）

珪藻土

（火山岩質礫を』含む〉

下部は凝灰質

珪藻士（泥質）

中粒砂岩　　　　　　　　’、　　一

砂岩・礫岩，礫種は花嵩斑岩・安山岩。千橡岩
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水〉に鷲）いて多当所化学課で餐フ塑ソの分桝を‘行な》♪たが，

第ま潔講鞍と建、。湧，いずれ愛、り摂ソの潟辮麟慧き騎漁、・

なかつた。

婁．　結　　講

　愈難調査地鋤冠）東方約躯蝋の贋紅あ難人形峠麟

・野γ堆樹麹敦／二，花嶽岩を蓬盤ど・婁薩膨賦騨ξ》

よ1、）約響伽1．繍紅覇満水！馨難二劇厚さ約きゼ峰短．嘱、1熱土

欝があ《露）．またその東方約藤璽倒擢）、欝、原付近靴分布す

る、難剰轡献銚ン欝ソ堆樹轡で，やll麹花齢雛感繁盤とし

珪藻土を奮む湖／戎層茎）であ1），蒜i，1．源地域砂地質と爾鷺

と韓，地質条件が、，賦似《いる、，豪た鞠．購礪からは，

人形峠繕から産覧／たとi磯鞍）櫨物化石もみい六三されぬ，、

　ご．乱　，鞠i 瞭騨こ、含ウラγ層の存在が誘購慰れた

が，纏表概嚢・試錐講1査藤敏甥能検繍の結果から絃，赦

射能異常が認め桑）れなかげ三）ノ訟。しかし，まだ遡能性が頭／＝
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が，現在までそれらの1趨源憩源掛講勧1唱勢銑ンれで、ハない。
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